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昇格も降格も
ある人事
昇格も降格も
ある人事
－柔軟なアップ・ダウンが可能な昇・降格制度の作り方・進め方－

■適材適所を実現する，より柔軟な制度の提案
「若手を抜擢したい」そして「成長の止まったベテ

ランをどうにかしたい」という経営ニーズは依然強い。
景気変動や人材市場動向に関わりなく，常に合理的な
適材適所を志向するならば，柔軟なアップ・ダウン人
事は避けられない課題と言えよう。しかし，現実には
硬直した人事制度が壁になっていたりする。滞留年数
の縛りや，降格の仕組みの欠落などが指摘されるとこ
ろだ。
本稿では，この課題にメスを入れる画期的な試みを

紹介，提案する。要点は，時価の能力発揮を期待する
「最新スキル職群」と蓄積能力の発揮を期待する「保
有スキル職群」に処遇系統を分け，相互の移動も可能
にしたところ。当然，降格が伴う部分では不利益変更
の問題をクリアする必要はあるし，極端な運用を避け
る工夫も求められる。が，それらは，知識・良識とテ
クニカルな課題でもある。むしろ最大のハードルは，
“職能は年齢とともに蓄積されるが，一方で現状維
持・衰退化も起こる”という実態を，大前提として容
認できるかどうかではないか。さらには，ネガティブ
なイメージを払拭した設計・運用ができるかどうか。
人事の力量が試される場面かもしれない。
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